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(57)【要約】

【課題】飲用水フィルターを提供する。

【解決手段】本考案は飲用水フィルターの強化構造を提

供し、一般の四個のフィルタリングボトル以外に、第五

フィルタリングボトル、及び、第六フィルタリングボト

ルを有する。第五フィルタリングボトル内にイオン交換

樹脂を有する。第六フィルタリングボトル内に、中空シ

ルク膜、或いは、セラミックフィルタリングコアを有す

る。本考案は、一般の飲用水フィルターの四個のフィル

タリングボトル中の元来の第三フィルタリングボトルと

元来の第四フィルタリングボトルを交換し、磁石の錆が

生じるのを防止する設計となっている。本考案の各フィ

ルタリングボトルは、チューブにより接続され、第四フ

ィルタリングボトルは、三つのパイプにより第五フィル

タリングボトル、第六フィルタリングボトルと共同で接

続される。水源は第一フィルタリングボトルに送入され

、最後に、第五フィルタリングボトル、或いは、第六フ

ィルタリングボトルから流出する。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
飲 用 水 フ ィ ル タ ー で あ っ て 、
中 に 不 織 布 フ ィ ル タ リ ン グ コ ア を 有 す る 第 一 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル と 、
中 に セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ リ ン グ コ ア を 有 す る 第 二 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル と 、
中 に 磁 石 、 及 び 、 遠 赤 外 線 を 放 射 す る 各 種 鉱 物 を 有 す る 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル と 、
中 に 活 性 炭 フ ィ ル タ リ ン グ コ ア を 有 し 、 特 殊 な 銅 亜 鉛 合 金 （ KDF） を 加 入 す る 第 四 フ ィ ル
タ リ ン グ ボ ト ル と 、
か ら な り 、 前 記 第 一 ～ 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル は 、 チ ュ ー ブ に よ り 接 続 さ れ 、 水 源 は 前
記 第 一 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル に 送 入 さ れ 、 前 記 第 二 、 第 三 、 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル を
経 て 、 排 出 管 か ら 流 出 し て 飲 用 す る こ と を 特 徴 と す る 飲 用 水 フ ィ ル タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ コ ア は 、 上 下 二 層 に 分 け ら れ 、 水 源 が 進 入 後 、 前 記 上 下 二 層 を 経
て 流 出 し 、 下 層 は 遠 赤 外 線 を 放 射 す る 各 種 鉱 石 を 充 填 し て 、 遠 赤 外 線 の エ ネ ル ギ ー を 有 す
る よ う 水 を 活 性 化 す る と 共 に 、 フ ィ ル タ リ ン グ ネ ッ ト に よ り 、 鉱 石 を 前 記 下 層 に 固 定 し 、
上 層 は 磁 性 円 柱 を 装 入 し 、 前 記 磁 性 円 柱 の 中 間 は 、 中 空 の 流 水 経 路 で 、 水 源 の 流 通 を 提 供
し 、 流 水 経 路 両 側 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 質 で 包 ま れ た 直 方 体 磁 石 、 及 び 、 半 円 形 鉄 柱 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 直 方 体 磁 石 は 、 三 つ の 磁 石 を 上 下 に 排 列 し て な り 、 上 下 の 二 つ の 磁 石 は 棒 状 で あ り 、
中 間 は 直 方 体 で 、 三 つ の 磁 石 の 磁 性 排 列 は 、 前 記 流 水 経 路 の 両 側 で 、 そ れ ぞ れ 、 上 か ら 下
に 、 Ｓ 、 Ｎ 、 Ｓ 極 、 及 び 、 Ｎ 、 Ｓ 、 Ｎ 極 で 、 前 記 半 円 形 鉄 柱 自 身 は 磁 性 が な く 、 そ の 目 的
は 、 前 記 直 方 体 磁 石 の 磁 性 を 導 引 し て 、 磁 場 を 拡 張 す る た め で 、 水 流 が 通 過 時 、 更 に 磁 化
し や す く な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル 中 は 上 下 二 層 に 分 か れ 、 上 層 は 、 圧 縮 さ れ た 活 性 炭 フ ィ ル
タ リ ン グ コ ア を 設 置 し 、 下 層 は 容 器 で 、 特 殊 な 銅 亜 鉛 合 金 （ KDF） 粉 末 を 容 置 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 或 い は 、 ３ に 記 載 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 容 器 は 、 上 部 メ ッ シ ュ カ バ ー 、 隔 膜 、 シ リ ン ダ ー 、 隔 膜 、 下 部 メ ッ シ ュ カ バ ー 、 か ら
な り 、 組 み 合 わ せ 後 、 銅 亜 鉛 合 金 （ KDF） 粉 末 を 前 記 シ リ ン ダ ー 中 に 入 れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル 後 、 三 パ イ プ に よ り 前 記 第 五 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル 、 前 記
第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル と 共 同 で 接 続 さ れ 、 前 記 第 五 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル 内 に イ オ ン
交 換 樹 脂 を 有 し 、 前 記 第 六 フ ィ ル タ リ グ ボ ト ル 内 に 中 空 の シ ル ク 膜 を 有 し 、 水 源 は 前 記 第
一 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル に 送 入 さ れ 、 最 後 に 、 前 記 第 五 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル 、 或 い は 、
前 記 第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル か ら 流 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 或 い は 、 ３
に 記 載 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 中 空 の シ ル ク 膜 は 、 セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ リ ン グ コ ア に よ り 代 替 で き る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ６ に 記 載 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル は 、 給 水 管 、 半 球 形 カ バ ー 、 シ リ ン ダ ー 、 中 空 シ ル ク 膜 筒
、 排 出 管 か ら な り 、 前 記 シ リ ン ダ ー 上 端 は 開 口 で 、 前 記 半 球 形 カ バ ー と ね じ で 結 合 さ れ 、
前 記 シ リ ン ダ ー 下 端 に ホ ー ル を 有 し 、 前 記 中 空 シ ル ク 膜 筒 が シ リ ン ダ ー 中 に 装 着 さ れ 、 ホ
ー ル を 被 覆 し 、 且 つ 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 に よ り 前 記 ホ ー ル に 沿 っ て 、 前 記 中 空 シ ル ク 膜 筒 と
密 接 に 粘 合 し 、 こ れ に よ り 漏 水 せ ず 、 水 源 は 、 前 記 給 水 管 か ら 進 入 し 、 前 記 中 空 シ ル ク 膜
筒 を 経 て 、 前 記 排 水 管 か ら 流 出 し 、 前 記 中 空 シ ル ク 膜 筒 内 に 、 中 空 の シ ル ク 膜 を 有 し 、 シ
ル ク 膜 の 各 シ ル ク 糸 自 身 は 中 空 で 、 シ ル ク 線 ロ ー ル ア ッ プ の 方 式 で 、 前 記 中 空 シ ル ク 膜 筒
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中 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 考 案 は 、 飲 用 水 フ ィ ル タ ー に 関 す る も の で あ っ て 、 特 に 、 鉱 物 と バ ク テ リ ア を ろ 過 す
る こ と が で き る 飲 用 水 フ ィ ル タ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
図 １ は 、 公 知 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー の 構 造 を 示 す 図 で 、 水 源 は 、 左 側 の 給 水 管 １ １ か ら 第 一
フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル １ 、 第 二 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ２ 、 元 来 の 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト
ル ３ '、  元 来 の 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ４ 'を 経 て 、 排 出 管 ４ １ 'か ら 流 出 し て 飲 用 に 提
供 す る 。   
第 一 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル １ の フ ィ ル タ リ ン グ コ ア は 不 織 布 で 、 水 中 の 泥 、 鉄 錆 、 浮 遊 物
等 を ろ 過 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
第 二 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ２ は セ ラ ミ ッ ク の フ ィ ル タ リ ン グ コ ア か ら な り 、 水 中 の バ ク テ
リ ア 、 例 え ば 、 大 腸 菌 等 を ろ 過 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
元 来 の 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ３ 'は 、 圧 縮 さ れ た 活 性 炭 フ ィ ル タ リ ン グ コ ア で 、 特 殊
な 銅 亜 鉛 合 金 （ KDF） を 加 え 、 水 中 の 塩 素 、 化 学 的 毒 物 、 農 薬 、 重 金 属 等 を ろ 過 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
元 来 の 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ４ '中 は 、 活 性 エ ネ ル ギ ー 転 換 器 で 、 遠 赤 外 線 を 放 射 す
る 鉱 石 を 充 填 し 、 遠 赤 外 線 の エ ネ ル ギ ー を 有 す る よ う 水 を 活 性 化 す る 。 元 来 の 第 四 フ ィ ル
タ リ ン グ ボ ト ル ４ '中 に 磁 石 を 入 れ て 水 を 磁 化 し て も よ い 。 こ れ ら は 、 人 体 に 非 常 に 有 益
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 上 述 の 構 造 は 以 下 の よ う な 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 一 の 欠 点 は 、 元 来 の 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ４ '中 に 加 え る 磁 石 は 水 中 に 浸 す と 錆 が
生 じ て 汚 染 と な り 、 且 つ 、 磁 石 の 錆 で 磁 性 が 減 少 し 、 効 果 的 に 水 源 を 磁 化 す る こ と が で き
な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 二 の 欠 点 は 、 元 来 の 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ４ '中 に 添 加 さ れ る 各 種 鉱 石 は バ ク テ リ
ア を 繁 殖 し や す く 、 後 に 、 そ の 他 の フ ィ ル タ ー 材 が な い と 、 水 源 を 汚 染 し 、 飲 用 後 、 人 体
に 悪 影 響 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 三 の 欠 点 は 、 元 来 の 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ４ '二 点 か 荒 れ る 各 種 鉱 石 （ 麦 飯 石 ） は
水 中 で 多 く の 鉱 物 を 溶 出 し 、 水 中 に も と も と あ る カ ル シ ウ ム や マ グ ネ シ ウ ム 等 の ミ ネ ラ ル
は 、 煮 沸 時 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 等 を 生 成 し 、 飲 用 水 の 品 質 を 低 下 さ せ る
。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 考 案 は 、 飲 用 水 フ ィ ル タ ー を 提 供 し 、 水 中 の 鉱 物 、 及 び 、 各 種 生 菌 の 除 去 を 強 化 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
    上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 案 は 、 公 知 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー の 四 個 の フ ィ ル タ リ ン
グ ボ ト ル 中 の 元 来 の 第 三 、 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル を 交 換 し 、 磁 石 の 錆 防 止 設 計 、 及 び
、 圧 縮 活 性 炭 中 の 銀 元 素 細 菌 抑 制 の 特 性 を 利 用 し て 、 上 述 の 第 一 、 第 二 の 欠 点 を 防 止 す る
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。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 案 の 第 一 ～ 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル は 、 チ ュ ー ブ に よ り 接 続 さ れ 、 第 四 フ ィ ル タ リ ン
グ ボ ト ル 後 は 、 三 又 パ イ プ に よ り 第 五 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル 、 第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル
と 接 続 さ れ る 。 水 源 は 第 一 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル に 送 入 さ れ 、 最 後 に 、 第 五 フ ィ ル タ リ ン
グ ボ ト ル 、 或 い は 、 第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル か ら 流 出 す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
    本 考 案 に よ り 、 公 知 技 術 の 欠 点 を 改 善 す る よ う な 鉱 物 と バ ク テ リ ア を ろ 過 す る こ と が
で き る 飲 用 水 フ ィ ル タ ー が 提 供 さ れ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
  図 ２ は 、 本 考 案 の 飲 用 水 フ ィ ル タ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 水 源 は 、 左 側 の 給 水 管 １ １ か
ら 第 一 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル １ 、 第 二 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ２ 、 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト
ル ３ 、 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ４ を 経 て 、 チ ュ ー ブ ４ ３ か ら 流 出 し 、 三 又 パ イ プ ４ ４ を
経 て 二 方 向 に 分 か れ 、 一 つ は 第 五 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ５ に 連 接 さ れ 、 そ の 後 、 右 側 の 排
出 管 ５ １ か ら 流 出 す る 。 も う 一 つ は 第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ６ に 連 接 さ れ 、 そ の 後 、 右
側 の 排 出 管 ６ ５ か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  第 一 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル １ の フ ィ ル タ リ ン グ コ ア は 不 織 布 で 、 水 中 の 泥 、 鉄 錆 、 浮 遊
物 等 を ろ 過 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 二 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ２ は セ ラ ミ ッ ク の フ ィ ル タ リ ン グ コ ア か ら な り 、 水 中 の バ ク テ
リ ア 、 例 え ば 、 大 腸 菌 等 を ろ 過 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ３ 中 は 、 活 性 エ ネ ル ギ ー 転 換 器 を 有 し 、 図 ３ （ ａ ） で 示 さ れ る
よ う に 、 上 下 二 層 に 分 か れ 、 下 層 ３ １ は 遠 赤 外 線 を 放 射 す る 各 種 鉱 石 を 充 填 し て 、 遠 赤 外
線 の エ ネ ル ギ ー を 有 す る よ う 水 を 活 性 化 す る と 共 に 、 フ ィ ル タ リ ン グ ネ ッ ト ３ ４ に よ り 、
鉱 石 群 を 下 層 空 間 に 固 定 す る 。 上 層 ３ ２ は 磁 性 円 柱 ３ ２ １ を 装 入 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  図 ３ （ ｂ ） で 示 さ れ る よ う に 、 磁 石 円 柱 ３ ２ １ は プ ラ ス チ ッ ク 筒 で 、 中 間 は 流 水 経 路 ３
２ １ １ で 、 流 水 経 路 ３ ２ １ １ 両 側 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 質 で 包 ま れ た 直 方 体 磁 石 ３ ２ １ ３ 、
３ ２ １ ４ 、 及 び 、 半 円 形 鉄 柱 ３ ２ １ ２ 、 ３ ２ １ ５ で あ る 。 水 は 、 下 層 ３ １ か ら 上 方 に 流 水
経 路 ３ ２ １ １ を 経 過 し た 後 、 チ ュ ー ブ ３ ３ か ら 流 出 し 、 水 は 直 方 体 磁 石 ３ ２ １ ３ 、 ３ ２ １
４ 、 及 び 、 半 円 形 鉄 柱 ３ ２ １ ２ 、 ３ ２ １ ５ に 接 触 し な い の で 、 こ れ に よ り 、 直 方 体 磁 石 ３
２ １ ３ 、 ３ ２ １ ４ 、 及 び 、 半 円 形 鉄 柱 ３ ２ １ ２ 、 ３ ２ １ ５ は 錆 を 生 じ ず 、 水 源 を 汚 染 し な
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  図 ３ （ ｃ ） は 、 直 方 体 磁 石 ３ ２ １ ３ 、 ３ ２ １ ４ 、 及 び 、 半 円 形 鉄 柱 ３ ２ １ ２ 、 ３ ２ １ ５
の 分 解 図 で あ る 。 直 方 体 磁 石 ３ ２ １ ３ 、 ３ ２ １ ４ は 事 実 上 、 三 つ の 磁 石 を 上 下 に 排 列 し て
な り 、 上 下 の 二 つ の 磁 石 は 棒 状 で あ り 、 中 間 は 直 方 体 で あ る 。 図 で 示 さ れ る よ う に 、 直 方
体 磁 石 ３ ２ １ ３ の 三 つ の 磁 石 の 磁 性 排 列 は 、 上 か ら 下 に 、 Ｓ 、 Ｎ 、 Ｓ 極 で 、 直 方 体 磁 石 ３
２ １ ４ の 三 つ の 磁 石 の 磁 性 排 列 は 、 Ｎ 、 Ｓ 、 Ｎ 極 で あ る 。 半 円 形 鉄 柱 ３ ２ １ ２ 、 ３ ２ １ ５
自 身 は 磁 性 が な く 、 そ の 目 的 は 、 直 方 体 磁 石 ３ ２ １ ３ 、 ３ ２ １ ４ の 磁 性 を 導 引 し て 、 磁 場
を 拡 張 す る た め で 、 水 流 が 通 過 時 、 更 に 磁 化 し や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  上 述 の 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ３ の 構 造 は 、 ２ ０ ０ ５ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日 に 台 湾 特 許 が 申
請 さ れ て お り 、 そ の 申 請 番 号 は ０ ９ ４ ２ １ ８ ５ ９ ９ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ４ 中 、 圧 縮 さ れ た 活 性 炭 フ ィ ル タ リ ン グ コ ア を 有 し 、 特 殊 な
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銅 亜 鉛 合 金 （ KDF） を 加 え 、 水 中 の 塩 素 、 化 学 的 毒 物 、 農 薬 、 重 金 属 等 を ろ 過 す る 。 本 考
案 は 特 別 な 設 計 を 施 し 、 図 ４ （ ａ ） で 示 さ れ る よ う に 、 上 下 二 層 に 分 け ら れ 、 上 層 ４ １ は
、 コ コ ナ ッ ツ シ ェ ル 繊 維 の 圧 縮 さ れ た 活 性 炭 フ ィ ル タ リ ン グ コ ア を 設 置 し 、 銀 元 素 を 有 し
て 、 バ ク テ リ ア を 抑 制 す る 。 下 層 は 、 容 器 ４ ２ を 設 計 し 、 特 殊 な 銅 亜 鉛 合 金 （ KDF） 粉 末
を 容 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  図 ４ （ ｂ ） は 、 容 器 ４ ２ の 分 解 構 造 を 示 す 図 で 、 上 部 メ ッ シ ュ カ バ ー ４ ２ １ 、 隔 膜 ４ ２
２ 、 シ リ ン ダ ー ４ ２ ３ 、 隔 膜 ４ ２ ４ 、 下 部 メ ッ シ ュ カ バ ー ４ ２ ５ 、 か ら な り 、 組 み 合 わ せ
後 、 銅 亜 鉛 合 金 （ KDF） 粉 末 を シ リ ン ダ ー ４ ２ ３ 中 に 入 れ る 。 公 知 技 術 で は 、 銅 亜 鉛 合 金
（ KDF） 粉 末 と コ コ ナ ッ ツ シ ェ ル 繊 維 活 性 炭 フ ィ ル タ リ ン グ コ ア は 混 ぜ て い た が 、 本 考 案
で は 、 特 別 に 二 者 を 分 離 し 、 水 流 が 充 分 に 銅 亜 鉛 合 金 （ KDF） 粉 末 と 接 触 で き る よ う に し
て 、 水 銀 、 鉛 、 カ ド ミ ウ ム 等 の 重 金 属 を 徹 底 的 に ろ 過 し 、 水 中 の 塩 素 、 化 学 的 毒 物 等 の 有
害 物 質 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
  上 述 の 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ３ と 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ４ の 排 列 は 公 知 技 術 と
反 対 で 、 目 的 は 、 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ３ が 流 出 す る 水 が 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル
４ を 経 た 後 、 効 果 的 に 水 中 の 塩 素 、 重 金 属 、 有 毒 化 学 物 質 、 及 び 、 化 合 物 等 を 除 去 す る こ
と が で き 、 同 時 に 、 バ ク テ リ ア 抑 制 の 効 果 を 達 成 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  第 五 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ５ は 軟 水 器 で 、 中 に 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 を 有 し 、 樹 脂 に よ る 正
負 イ オ ン 交 換 の 特 性 に よ り 、 更 に 、 水 源 中 の カ ル シ ウ ム や マ グ ネ シ ウ ム 等 の 鉱 物 を ろ 過 す
る 。 チ ュ ー ブ ５ １ か ら 流 出 す る ろ 過 水 は 煮 沸 後 飲 用 で き 、 煮 沸 後 の 水 は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム
、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム を 生 成 せ ず 、 飲 み 物 の 品 質 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
    第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ６ は 、 中 空 の シ ル ク 膜 を 有 し 、 シ ル ク 膜 の 極 小 開 口 （ ０ ．
１ ～ ０ ． ４ μ ｍ ） に よ り 水 源 中 に 残 留 す る バ ク テ リ ア を 阻 絶 す る 。 第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ
ト ル ６ の 構 造 は 、 図 ５ の 分 解 図 で 示 さ れ 、 給 水 管 ６ １ 、 半 球 形 カ バ ー ６ ２ 、 シ リ ン ダ ー ６
３ 、 中 空 シ ル ク 膜 筒 ６ ４ 、 排 出 管 ６ ５ か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
半 球 形 カ バ ー ６ ２ 、 シ リ ン ダ ー ６ ３ は 透 明 材 料 か ら な り 、 シ リ ン ダ ー ６ ３ 上 端 は 開 口 で 、
半 球 形 カ バ ー ６ ２ と ね じ で 結 合 さ れ る 。 シ リ ン ダ ー ６ ３ 下 端 に ホ ー ル ６ ３ １ を 有 し 、 中 空
シ ル ク 膜 筒 ６ ４ が シ リ ン ダ ー ６ ３ 中 に 装 着 さ れ 、 ホ ー ル ６ ３ １ を 被 覆 す る 。 プ ラ ス チ ッ ク
材 に よ り ホ ー ル ６ ３ １ に 沿 っ て 、 中 空 シ ル ク 膜 筒 ６ ４ と 密 接 に 粘 合 し 、 こ れ に よ り 、 漏 水
し な い 。 水 源 は 、 給 水 管 ６ １ か ら 進 入 し 、 中 空 シ ル ク 膜 筒 ６ ４ を 経 て 、 排 水 管 ６ ５ か ら 流
出 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
  中 空 シ ル ク 膜 筒 ６ ４ 内 に 中 空 シ ル ク 膜 を 有 し 、 シ ル ク 膜 の 各 シ ル ク 糸 自 身 は 中 空 で 、 シ
ル ク 糸 は 、 巻 き 上 げ の 方 式 で 、 中 空 シ ル ク 膜 筒 ６ ４ 中 に 配 置 さ れ る 。 シ ル ク 膜 の 各 糸 の 極
小 の 開 口 （ ０ ． １ ～ ０ ． ４ μ ｍ ） に よ り 水 源 中 の バ ク テ リ ア を 除 去 し 、 一 般 的 な 国 家 基 準
で は 、 バ ク テ リ ア は 、 一 立 方 セ ン チ に １ ０ ０ 以 下 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ６ 内 の 中 空 シ ル ク 膜 筒 ６ ４ に よ り ろ 過 さ れ た 水 は 、 排 出 管 ６
５ か ら 流 出 後 、 安 心 し て 飲 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
  第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル ６ 内 の 中 空 シ ル ク 膜 筒 ６ ４ 、 及 び 、 そ の 中 の シ ル ク 膜 じ ゃ 、
セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ リ ン グ コ ア に よ り 代 替 し て も よ く 、 セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ リ ン グ コ ア の
極 小 開 口 に よ り 、 水 源 中 に 残 存 す る バ ク テ リ ア を 阻 絶 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
    本 考 案 で は 好 ま し い 実 施 例 を 前 述 の 通 り 開 示 し た が 、 こ れ ら は 決 し て 本 考 案 に 限 定 す
る も の で は な く 、 当 該 技 術 を 熟 知 す る 者 な ら 誰 で も 、 本 考 案 の 精 神 と 領 域 を 脱 し な い 範 囲
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内 で 各 種 の 変 動 や 潤 色 を 加 え る こ と が で き 、 従 っ て 本 考 案 明 の 保 護 範 囲 は 、 実 用 新 案 請 求
の 範 囲 で 指 定 し た 内 容 を 基 準 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 公 知 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 飲 用 水 フ ィ ル タ ー の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル の 構 造 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ （ ｃ ） 】 本 考 案 の 第 三 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル の 構 造 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 第 四 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル の 構 造 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 第 六 フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル の 構 造 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
  １ 、 ２ 、 ３ '、 ４ '、 ５ 、 ６ …  フ ィ ル タ リ ン グ ボ ト ル
１ １ … 給 水 管
４ １ '… 排 水 管
４ ２ … 容 器
４ ２ １ … 上 部 メ ッ シ ュ カ バ ー
４ ２ ２ … 隔 膜
４ ２ ３ … シ リ ン ダ ー
４ ２ ４ … 隔 膜
４ ２ ５ … 下 部 メ ッ シ ュ カ バ ー
  ４ ４ … 三 又 パ イ プ
５ １ … 排 出 管
６ １ … 給 水 管
６ ２ … 半 球 形 カ バ ー
６ ３ … シ リ ン ダ ー
６ ４ … 中 空 シ ル ク 膜 筒
６ ５ … 排 出 管
６ ３ １ … ホ ー ル
３ ２ １ ３ 、 ３ ２ １ ４ … 直 方 体 磁 石
３ ２ １ ２ 、 ３ ２ １ ５ … 半 円 形 鉄 柱

10

20

30

(7) JP 3120776 U6 2007.6.21



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ３ （ ｃ ） 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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